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論文内容の要旨

ポリヌクレオチドホスホリラーゼ(EC2.7.78) を，光合成細菌R. rubrum から均一な状態まで精製

した。本酵素は三種の反応(phosphoro lys is 反応. polymerization 反応及び NDP-Pi交換反応)を

触媒した。分子量は約16万であった。二個のサブユニットから成り サブユニットの分子量は7.6万で

あった。本酵素はpH5~10で、安定であるが. pH5以下で、は著しく不安定であった。以下，上記の酵素

の種々な性質について調べた。

クロマトホアは，光によって駆動される環状電子伝達系およびその電子伝達系に共役したATP合成

系(光リン酸化系)をもっo ATP合成反応の部分反応としてATP-Pi交換活性 ATPase活性をしめ

す。上記のATPに関与する反応は，クロマトホア膜に存在する共役因子によって触媒される。クロマ

トホア膜より精製した共役因子はCa2 +存在下で、のみATPase活性をしめす(Ca2+ -A TPase)。けれども

膜結合型がしめすMg2 +ーおよび、Mn 2 +-ATPase活性をしめさな Po 精製した共役因子がCa2+--ATP

ase活性から Mg2 +ーおよび、Mn2 +-ATPase活性をしめすようになる条件を検討した。

Ca 2+ -A TPase活性に対するpH指示薬，界面活性剤の効果

本研究において，精製共役因子のATPase活性に対するpH指示薬および界面活性剤の効果について

調べた。そして，次のような結果を得た。

1) 適当なpH指示薬は精製共役因子のCa2+ --ATPase活性をMg2+ーおよび~Mn2+ー ATPase活性に変

換する。変換活性の程度は次の順序であった。エチルオレンジ>トロパエオリン000注メタニルイエロ

ロー>トロパエオリン00> エチルレッド注ブロムチモールブルー。これらのpH指示薬の pKa は1.3 か
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ら 12.0の範囲の値をもっていた。

2) 適当な界面活性剤も pH指示薬と同じように変換活性をしめした。ドデシルスルホン酸ナトリウム

(C12 H25 S03 Na)が最も効果的であった。精製共役因子のMg2+-ATPase活性の発現に効果のある界

面活性剤は，すべて，臨界ミセル濃度(CMC) より十分低い濃度で効果がある(たとえばSDS 0.2 mM, 

SDSの CMCは 8.2mM)。

変換因子の単離と精製と化学構造の推定

クロマトホアが， Mg2+および~Mn2+依存性のATPase活性をしめすという事実から類推すると，共役

因子のCa2+- ATPase活性を Mg2+一台よび、Mn2+-A TPase活性に変換する物質がクロマトホア膜に存

在すると思われる。このような理由から，上記の物質(以後，変換因子と呼ぶ)の精製を試みた。

クロマトホアを50%アセトン存在下で，音波処理した後，遠心分離すると，上清中に変換因子が存

在することを見出した。シリカゲルカラムクロマトグラフィおよびセファデックス LH-20カラムクロ

マトグラフィを用いて変換因子を精製した。

精製した変換因子の化学構造を変換因子のIRスペクトル， NMRスペクトルを測定することによっ

て推定した。その結果，変換因子は不飽和脂肪酸であると思われる。薄層クロマトグラフィおよびガ

スクロマトグラフィの結果から，精製した変換因子はパルミトレン酸 (16 : 1 ð9) であると推定した。

論文の審査結果の要旨

徐音夫君の論文は，光合成細菌 Rhodospirillum rubrum の ADP代謝に関与する酵素の中の 2 種す

なわち Ca 2+-ATPase とポリヌクレオチドホスホリラーゼの精製法の確立とそれらの性質の明確化を

行ったものである。中でも， Ca 2+-ATPaseは，元;来，クロマトホア膜に結合して存在しており，そ

の膜に存在する光合成電子伝達系の酸化還元反応に共役して ADPと Pi から ATPを合成する，いわゆ

る共役因子として機能している。けれども，この酵素は，膜結合状態ではMg2+の存在下で、活性をしめ

すのに対して，単離された状態では Ca+の存在下で、活性をしめす。本論文では，クロマトホア膜を50

%アセトンで処理するとき， Ca+-ATPaseが膜から遊離されるとともに， Ca+-ATPase を Mg2+­

ATPase に変換する因子が遊離されることを見出し，この変換因子の精製を行った。精製した変換因

子は，種々の方法によって分析した結果，パルミトレン酸であることが判明した。上記の変換因子に

加えて，多種のpH指示薬および界面活性剤について検索した結果，それらの中で適当な種類のものは

Cal+ -ATPase を Mg2+ -ATPase に変換する能力をもつことを見出し， Ca 2+-ATPaseの Mg2+-A

ATPaseへの変換に必要な諸条件を詳細に調べた。これらの結果に基き，共役因子が，光合成電子伝

達系の酸化還元反応に共役して， ATP合成に必要なエネルギーをどのようにして分子内に取り込む

か，を推察した。

以上のように，本論文の結果は，単に 2 種の酵素の精製と性質に加えて，共役因子の活性化機構の
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解析に大きく寄与するものであり，理学博士の学位論文として十分な価値をもつものであることを認

める。
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